
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

10/5
2015年第1215号

　

水
郷
と
称
さ

れ
る
利
根
川
流

域
の
美
観
は
、

日
本
中
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
た
。
同
時
に
洪

水
が
今
も
昔
も
稲
作
日
本
の

常
態
だ
っ
た
。
昔
の
河
川
は

人
の
移
動
や
物
資
の
輸
送
の

要
で
、
女
で
も
伝
馬
船
く
ら

い
漕
い
だ
。
幕
末
で
も
船
上

で
は
敵
味
方
と
も
に
刀
を
抜

い
た
り
し
な
い
。
船
中
で
弁

当
を
開
い
た
り
、
川
岸
か
ら

は
饅
頭
売
り
の
声
が
呼
び
交

わ
さ
れ
た
。

　

今
は
観
光
客
か
祭
り
の
神

輿
を
運
ぶ
以
外
の
用
途
は
農

業
用
水
だ
け
で
、
道
路
と
車

が
輸
送
の
役
割
を
奪
っ
た
。

台
風
や
洪
水
の
被
害
が
大
き

く
な
っ
た
の
は
、
保
有
資
産

が
大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
、

芭
蕉
の
庵
な
ん
か
、
流
さ
れ

て
も
被
害
は
し
れ
て
い
た
。

テ
レ
ビ
に
映
る
現
代
の
被
災

は
、
ま
ず
道
路
が
冠
水
し
て

車
が
役
に
立
た
な
く
な
り
、

避
難
所
へ
の
移
動
も
ま
ま
な

ら
な
く
な
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
防
岸
工
事

を
施
し
た
川
は
ど
こ
も
細
く

な
り
、
時
に
は
埋
め
立
て
ら

れ
て
宅
地
や
道
路
に
転
用
さ

れ
た
。
人
は
自
然
と
共
生
し

て
い
た
の
が
、
肥
大
し
た
現

代
社
会
の
主
人
公
は
車
と
そ

の
た
め
の
道
路
、
つ
ま
り
は

巨
大
資
本
に
見
え
て
く
る
。

今日の数字

222回
　衆参の安保法審議の中断回
数。整合性のない答弁を繰り返
し、採決を強行。

城
東
区
・
古
田
光
行
さ　

　

ん（
90
）

り
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い

た
。
あ
る
少
佐
は
倉
庫
前
に

落
ち
て
い
る
メ
リ
ケ
ン
粉
を

見
て
、「
部
隊
員
に
食
わ
し

て
や
っ
て
く
れ
」
と
私
に
懇

願
し
た
。
そ
ん
な
状
態
で
よ

く
戦
争
を
続
け
て
い
た
も
の

だ
と
心
底
思
っ
た
。

　

70
年
が
経
ち
、「
戦
争
法
」

が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ

れ
ば
、
今
度
は
米
国
の
た
め

に
日
本
の
若
者
が
死
ぬ
こ
と

に
な
る
。
こ
ん
な
愚
か
な
こ

と
は
な
い
。
ど
う
い
う
理
由

が
あ
ろ
う
と
絶
対
に
戦
争
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

先
発
し
た
部
隊
は
３
千
人

い
た
が
、
生
き
延
び
た
の
は

１
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
戦

い
で
命
を
落
と
し
た
だ
け
で

な
く
、
移
動
中
の
食
料
不
足

や
伝
染
病
な
ど
で
多
く
の
命

が
奪
わ
れ
た
。
幸
い
に
も
私

は
蘇
州
市
・
常
熟
で
陣
地
作

業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
命
拾
い
し
た
の

は
運
で
し
か
な
い
。

　

帰
還
兵
の
世
話
を
命
じ
ら

れ
、
戦
後
も
現
地
に
残
っ

た
。
前
線
か
ら
戻
っ
て
来
る

日
本
兵
の
姿
は
悲
惨
だ
っ

た
。
皆
、
一
様
に
痩
せ
細

釜
山
（
プ
サ
ン
）
に
渡
り
、

汽
車
で
満
州
（
現
中
国
東
北

部
）
を
経
由
し
、
12
日
間
か

け
て
上
海
に
到
着
。
東
シ
ナ

海
を
南
下
し
、
香
港
に
向
か

う
は
ず
だ
っ
た
が
、
乗
っ
た

船
が
機
雷
で
被
害
を
受
け
待

機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

戦
争
で
は
高
級
将
校
が
机

の
上
で
作
戦
を
練
る
。
海
か

ら
行
け
な
く
な
る
と
、「
陸

路
で
行
け
」
と
簡
単
に
命
令

を
出
す
。
内
陸
部
を
行
軍
す

る
の
は
非
合
理
で
過
酷
な
道

の
り
だ
。
少
し
考
え
れ
ば
分

か
る
こ
と
だ
が
、
命
令
に
は

逆
ら
え
な
い
。

皇
に
一
身
を
捧
げ
、
お
国
の

た
め
に
死
ん
で
い
く
も
の
だ

と
洗
脳
さ
れ
た
。

　

１
９
４
４
年
12
月
、
20
歳

だ
っ
た
私
は
香
港
の
高
射
砲

部
隊
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
博
多
か
ら
韓
国
・

　

小
学
校
を
卒
業
す
る
頃
に

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
学

校
で
は
「
忠
君
愛
国
」
を
叩

き
込
ま
れ
、
遊
び
と
言
え
ば

「
兵
隊
ご
っ
こ
」
だ
っ
た
。

軍
国
主
義
の
中
で
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
人
間
は
皆
、
天

伝
え
る

伝
え
る

戦
後
70
年
⑤

命
奪
っ
た
軍
の
命
令経由地の南京では爆撃を受

け、宿舎の炊事場に落ちた
爆弾で部隊の同僚が亡くな
ったという　　　　　　　

未来へ未来へ

戦争法が強行成立戦争法が強行成立
小
澤
力
理
事
長
が
声
明

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
含
む
戦

争
法
（
安
全
保
障
関
連
法
）
は
９
月
19

日
、
参
院
本
会
議
で
採
決
さ
れ
、
自
民
・

公
明
の
与
党
に
加
え
、
日
本
を
元
気
に
す

る
会
・
次
世
代
・
新
党
改
革
の
賛
成
多
数

で
可
決
・
成
立
し
た
。
憲
法
が
定
め
る
平

和
主
義
を
根
底
か
ら
覆
し
、
海
外
で
の
武

力
行
使
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
同

日
、
小
澤
力
理
事
長
は
同
法
の
成
立
に
強

く
抗
議
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
声
明
の

全
文
は
次
の
通
り
。

　

９
月
19
日
未
明
、
参
議
院

本
会
議
で
与
党
議
員
ら
の
賛

成
で
安
保
法
案
の
採
決
が
強

行
さ
れ
た
。
国
民
の
多
数
が

今
国
会
で
の
法
案
成
立
に
反

対
す
る
な
か
で
、
十
分
な
審

議
も
な
く
民
意
と
民
主
主
義

を
踏
み
に
じ
っ
て
採
決
さ
れ

た
こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
。

　

安
保
法
案
は
、
衆
参
の
委

員
会
審
議
を
通
じ
て
「
違
憲

性
」
が
明
白
と
な
り
、
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
機
雷
掃
海
な
ど

安
保
法
案
の
立
法
根
拠
と
し

た
事
実
を
首
相
自
ら
が
撤
回

し
た
。
ま
た
、
委
員
会
審
議

を
通
じ
て
審
議
が
２
０
０
回

以
上
中
断
、
委
員
会
で
出
さ

れ
た
疑
問
や
法
解
釈
に
つ
い

て
首
相
や
閣
僚
ら
は
ま
と
も

に
答
弁
し
て
お
ら
ず
、
審
議

が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

　

立
憲
主
義
否
定
の
「
違

憲
」
立
法
に
よ
り
、
災
害
救

助
で
活
躍
し
た
自
衛
隊
が
、

海
外
で
の
米
軍
の
軍
事
活
動

に
協
力
す
る
軍
隊
に
変
質
す

る
こ
と
、
平
和
外
交
で
は
な

く
軍
事
力
に
よ
る
力
の
外
交

が
台
頭
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら

に
よ
り
諸
外
国
と
の
軍
事
的

緊
張
関
係
が
い
っ
そ
う
高
ま

り
、
自
衛
隊
員
や
国
民
の
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
懸
念
す
る
。

　

法
案
審
議
を
通
じ
て
、
安

保
法
案
が
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
具
体
化
と
し
て
の
立

法
で
あ
り
、
自
衛
隊
が
米
軍

の
「
下
請
け
」
と
な
る
こ

と
、
後
方
支
援
と
称
し
て
兵

站
活
動
を
行
い
、
駆
け
つ
け

警
護
な
ど
の
名
目
で
戦
闘
地

域
で
武
器
の
使
用
を
行
う
こ

と
、
つ
ま
り
、
海
外
で
武
力

行
使
を
行
う
こ
と
が
立
法
の

目
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

　

改
正
武
力
攻
撃
事
態
法
で

は
、
集
団
的
自
衛
権
が
行
使

さ
れ
る「
存
立
危
機
事
態
」に

対
処
す
る
た
め
、日
赤
、国
立

病
院
機
構
等
の
指
定
公
共
機

関
は
、
米
軍
や
自
衛
隊
に
対

し
、
医
薬
品
や
医
療
行
為
等

の
物
品
役
務
の
提
供
が
義
務

化
さ
れ
る
。必
要
と
あ
ら
ば
、

米
軍
や
自
衛
隊
が
指
定
公
共

機
関
を
大
き
く
拡
大
し
、
民

間
医
療
機
関
に
も
同
法
が
適

用
さ
せ
ら
れ
る
。
民
間
医
療

機
関
が
、
命
を
奪
う
戦
争
に

加
担
・
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
懸
念
す
る
。

　

安
保
法
制
廃
案
を
求
め
る

多
く
の
市
民
ら
が
自
発
的
に

行
動
し
、
自
分
の
言
葉
で
語

り
、
平
穏
な
生
活
を
破
壊
さ

せ
な
い
行
動
、
自
由
と
民
主

主
義
を
取
り
戻
す
行
動
に
立

ち
上
が
っ
て
い
る
。
選
挙
で

民
意
を
示
し
、
違
憲
立
法
を

廃
案
と
す
る
う
ね
り
は
決
し

て
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

歯科健診に580人
　北大阪地区は９月20日、「吹田よ
っといで祭」で歯科健診を実施、
580人が受診した。歯科医師８人と
歯科衛生士らが出務した。親子や高
齢者、外国人も受診し、歯磨き相談
などにも応じた。

　「おおさか医科・歯科九条の会」は、新進気鋭の
憲法学者・木村草太氏の講演会を10月25日に開きま
す。木村氏は首都大学東京准教授で、テレビ朝日系
「報道ステーション」のコメンテーターを務めてい
ます。戦後70年が経ち、政府が集団的自衛権の行使
に道を開くなか、私たちは憲法をどう活かすべきな
のか。縦横に語ってもらいます。
　お申し込みは協会事務局までお願いします。

講
師 

木
村
草
太
氏

憲憲法にてらし法にてらしてて　　　
　　　戦戦後後7070年を問年を問うう
▽10月25日（日）14時～16時半／Ｍ＆Ｄホール
▽参加費無料（市民公開講座）／定員150人

「
民
意
を
踏
み
に
じ
る
採
決
」と
抗
議


